
 

－総務１－ 

 

 

 
 
 

 新 公共施設の利便性向上に向けた予約管理システムの構築 
 
 
１ 事 業 費   ４２，３８９（前年度 ０） 
         【財源内訳】     【主な使途】 

         国庫    21,124   委託料 41,766 
        一般財源  21,265 
 

２ 背景・事業目的 
現行の「岐阜県県有施設予約システム」の保守・運用期間が令和６年

１２月に終了することに伴い、更なる公共施設の利便性向上に向け、  
参画希望のあった市町も含めた公共施設の空き状況確認、予約、決済ま
での手続を可能とする「岐阜県公共施設予約管理システム」の構築を行
う。 

 
３ 事 業 概 要   

岐阜県公共施設予約管理システムの導入・運用 (42,389 千円) 

「岐阜県公共施設予約管理システム」の導入・運用に係る経費 
＜システム概要＞ 

区  分 現行システム 新システム 

機  能 ・施設の空き状況確認 

・施設の予約申込 

(※)予約申込は一部施設のみ
可能 

・施設の空き状況確認 

・施設の予約申込 

・利用料金等の決済 

（キャッシュレス） 
(※) 予約申込・利用料金等の

決済は一部施設のみ可能 

対象施設 ・県有施設：２０施設 
(※)ＯＫＢふれあい会館、 

ソフトピアジャパンなど 

・県有施設：１０３施設 
(※)県立学校の体育施設等

を追加 
・市町施設：２６７施設 
(※)中津川市、瑞浪市、羽島市、

美濃加茂市、岐南町、垂井
町、輪之内町、安八町 

運用開始 ・令和元年１２月～ ・令和７年１月～ 
 
  （※）新システムの対象施設数や参画市町は、現時点の状況（R6.2） 

所 属 総務部管財課 

係 名 財産企画係 内線 2419 

（款）２総務費 （項）１総務管理費 （目）(7)財産管理費 

（明細書事業名）○財産管理費 一般財産管理費 



 

－総務２－ 

 

 

 
 

 
総合庁舎等における電気自動車用充電設備の整備 

 
 

１ 事 業 費   １０９，３９０（前年度 １５，６２１） 
            【財源内訳】       【主な使途】 
            県債     98,000   工事請負費 99,113 

一般財源  11,390   委託料       9,779 
 

２ 背景・事業目的 
「脱炭素社会ぎふ」の実現に向け、事業者としての県の取組みを定め

た「岐阜県温室効果ガス排出抑制率先実行計画」において、２０３０年
度までに、小型貨物車、バス、トラック等を除いた公用車を順次、電気
自動車等に更新する方針を定めている。 
この方針に基づいて、電気自動車を配備する各総合庁舎及びＯＫＢふ

れあい会館において、充電設備の整備を進める。 
 

３ 事 業 概 要 

総合庁舎等電気自動車用充電設備の整備 (109,390 千円)  
各総合庁舎及び県の現地機関が入居するＯＫＢふれあい会館の公用車

駐車場に、電気自動車用の充電設備を整備する工事を行う。 
 

＜主な整備内容＞ 
総合庁舎の公用車車庫内に充電設備及び付随する分電盤、電気ケーブ

ルなどを整備 

 ＜参考＞総合庁舎等 電気自動車配備計画 

公用車の更新に合わせ、電気自動車（ＥＶ）及びプラグインハイブリッド車

（ＰＨＶ）を２０３０年度までに次のとおり配備する。 

配備箇所 ＥＶ ＰＨＶ 配備箇所 ＥＶ ＰＨＶ 

西濃総合庁舎 ７台 １台 東濃西部総合庁舎 １０台 ３台 

揖斐総合庁舎 ５台 １台 恵那総合庁舎 ６台 ４台 

中濃総合庁舎 ８台 １台 飛騨総合庁舎 ４台 ７台 

郡上総合庁舎 ５台 ０台 下呂総合庁舎 ３台 ２台 

可茂総合庁舎 ７台 ５台 ＯＫＢふれあい会館 １４台 ２台 

１０施設合計 ６９台 ２６台 

 

所 属 総務部管財課 

係 名 管理・修繕支援係 内線 2427 

（款）２総務費 （項）１総務管理費 （目）(8)庁舎管理費 

（明細書事業名）○総合庁舎管理費 総合庁舎修繕等工事費 


